
 

 

「 旅たび相模」 魅力発信・ 観光振興事業 

1 目的 

県央地域は、 宮ヶ 瀬湖周辺地域をはじ めと し た豊かな自然環境に加え、 “ 水” や“ 緑” のア

ウ ト ド ア拠点、 歴史的建造物、 歴史・ 文化行事、 季節の花、 地域産品等、 多く の観光資源を有

し ている 。  

こ う し た県央地域の魅力を 効果的に発信する ため、 様々なツ ールを 活用し 、 ホ ーム ページ

「 旅たび相模」 の充実など 、 県央地域の魅力情報をよ り 一層幅広く 発信し ていく 。  

2 事業概要 

○ ホームページ「 旅たび相模」 の充実 

管内の観光ス ポッ ト を紹介し ている 、 観光ポータ ルサイ ト 「 旅たび相模」 について、 職員が

取材し 、 観光ス ポッ ト の魅力を詳細に紹介する など 、 ホームページの充実を図る 。  

 

○ ツ イ ッ タ ー「 旅たび相模」 における プレゼント 企画の実施 

ツ イ ッ タ ーによ る 地域のイ ベント や特産品など の紹介を行う 。 併せて、 管内の観光協会等が

推薦し た特産品をプレ ゼント する 企画を実施する 。  

 

○ パンフ レ ッ ト 「 旅たび相模」 の増刷 

管内の観光ス ポッ ト を掲載し ている パンフレ ッ ト 「 旅たび相模」 の増刷を行い、 観光キャ ン

ペーンなど で配布を行う 。  

3 予算額  

70万円 
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【 パンフレ ッ ト 「 旅たび相模」 （ 表面） 】      

                    

 

 

【 ホームページ「 旅たび相模」 】  

 
問合せ先  

県央地域県政総合センタ ー 

企画調整部 企画調整課・ 商工観光課 

電話 046-224-1111 内線2110 
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河川改修事業 相模川（河原口地区） 

区分 一級河川相模川（海老名市河原口） 

事業概要 

 相模川の海老名市河原口地区において川幅を拡幅することによ

り、洪水を安全に流下させ、水害を未然に防止するため河川改修

事業を実施する。 

○ 河川改修延長 1,600ｍ 

（築堤工  Ｌ=1,600ｍ 高水敷掘削 Ｖ=約30万㎥） 

全体事業費 約280億円 

令和５年度事業内容 護岸整備工、埋蔵文化財調査 

事業期間 昭和47年度～令和20年度 

〔位置図〕 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

厚木土木事務所 

工務部 相模川環境課 

電話 046-223-1711 内線250 

河 原 口 地 区 河 川 改 修 事 業 

あゆみ橋付近 

▽ 

12.133 ▽ 

築堤工 

高水敷掘削工 
L=1,600m 

18



 

河川改修事業 引地川・蓼川・永池川・境川・目久尻川 

区分 大和市・海老名市・綾瀬市・座間市 

事業概要 

近年、甚大化する洪水などの自然災害から県民の生命、財産を守るため

に河川改修事業を重点的、集中的に実施すると共に、人や自然にやさしい

水辺の整備により、安全で安心できる水辺空間の創出を図る。 

令和５年度事業内容 護岸工、河道掘削工、橋りょう工 

事業期間 平成21年度(2009）～令和21年度(2039) 

 

改修済 未改修区間 

【永池川：海老名市】 河川改修事業区間 L=5.40km 

未改修区間 改修済 

【境川：大和市】 河川改修事業区間 L=9.57km 

未改修区間 

【目久尻川：座間市・海老名市・綾瀬市】 河川改修事業区間 L=12.86km 

改修済 
改修済 

未改修区間 

【引地川：大和市】 河川改修事業区間 L=3.14km 河川改修事業区間 L=2.10km 【蓼川：綾瀬市】 

未改修区間 改修済 

重点整備区間 L=1.36km 
重点整備区間 L=2.1km 

重点整備区間 L=1.32km 

重点整備区間 L=1.10km 

重点整備区間 L=3.00km 

(千本桜区間） 
中
川
橋 

相
鉄
橋
梁 

境
橋 

福
田
８
号
橋 

清
水
橋 

坂
下
橋 

道
庵
橋 吉

野
橋 

打
越
橋境

橋 

新
道
下
大
橋 

流
橋 

新
道
大
橋 

用
田
橋 

一級河川 永池川 

二級河川 引地川 二級河川 蓼川 

二級河川 境川 

一級河川 目久尻川 

横浜市瀬谷区 

大和市 

座間市 

海老名市 

綾瀬市 藤沢市 

相模川 

重点整備区間 L=1.28km 

弥
生
橋 

目
久
尻
橋 

（堤防嵩上） 

伊勢下村橋 

整備済 

大
山
橋 

鹿
島
橋 

福
田
７
号
橋 

福
田
１
４
号
橋 

８
０
号
橋 

整備済 

問合せ先 

厚木土木事務所東部センター 

河川砂防課 

電話 0467-79-2800 内線270 
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河川改修事業（境川 他） 

区分 相模原市中央区淵野辺本町一丁目 他 

事業概要 

当管内の境川や鳩川は、川幅が狭小の河川であり、さらに、典

型的な都市河川で流域開発が著しく進み、河川への負担が大きく

なっていることから河川護岸の改修を実施する。 

○境川［上流区間］新田橋～風戸橋 L=約1.8km 

       護岸工、遊水地整備工 他 

○境川［下流区間］根岸橋～馬場橋 L=約2.9km 

       護岸工、用地買収 他 

〇鳩川［下庭橋～無名橋］L=約0.3km 護岸工 

全体事業費 約240億円 

令和５年度事業内容 護岸工、用地・補償 他 

事業期間 昭和60年度～令和21年度 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

境川［下流区間］護岸整備状況 

（中央区淵野辺本町一丁目） 

境川［上流区間］ 

境川［下流区間］ 

鳩川 

問合せ先 

厚木土木事務所津久井治水センター 

工務課 

電話 042-784-1111 内線460 

境川［上流区間］遊水地整備 

（緑区川尻）  （令和４年度完成） 
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樹林化対策事業 相模川・中津川 

区分 一級河川相模川・中津川 

事業概要 

河川内に繁茂した樹木は、洪水時の流下能力の低下をもたらす

とともに、本来の景観の喪失やゴミの不法投棄を誘発する原因に

もなっていることから、樹林化した樹木を伐採し、流下能力の確

保と河川環境の向上を図る。 

全体事業費 約９億円 

令和５年度事業内容 伐木除根工 

事業期間 平成17年度～ 

（写真、地図、図面等） 

 

   

相模川水系における樹木の伐採箇所図 

問合せ先 

厚木土木事務所 

工務部 相模川環境課 

電話 046-223-1711 内線250 
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急傾斜地崩壊対策事業（関口地区） 

区分 急傾斜地崩壊対策事業 関口地区（厚木市関口） 

事業概要 

厚木市関口地区において、急傾斜地の土砂崩壊による災害を防

止するため、法枠等の崩壊防止施設を設置し、地域住民の生命の

保全を図る。 

全体事業費 約４億円 

平成31年度事業内容 法面工 

事業期間 令和元年度～令和７年度 

〔位置図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔平面図〕 

 

問合せ先 

厚木土木事務所 

工務部 河川砂防課 

電話 046-223-1711 内線230 

関口地区：法面工 

全体計画延長 Ｌ＝２８０ｍ 
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牧野上ノ久保地区（委託、工事） 

小渕地区（委託） 

凡例 

急傾斜地崩壊対策事業（公共） 

急傾斜地崩壊対策事業（県単） 

根小屋B地区（工事） 根小屋C地区（委託） 

急傾斜地崩壊対策事業（牧野上ノ久保地区 他） 

区分 相模原市緑区牧野 他 

事業概要 

当管内には、台風や豪雨による崩壊の恐れのある崖が点在して

おり、これに起因する土砂災害から住民の生命、財産を守るため

災害防止施設の整備を実施する。 

〇 牧野上ノ久保地区 他３箇所 

全体事業費 約７億円 

令和５年度事業内容 法枠工、測量 他 

事業期間 令和元年度～令和７年度 

（写真、地図、図面、ポンチ絵等） 

 

【牧野上ノ久保地区】 【根小屋B地区】 

  

 

拡大 

拡大 
R2土砂防止柵工 

R3法枠工 

法枠施工ｲﾒｰｼﾞ 

問合せ先 

厚木土木事務所津久井治水センター 

工務課 

電話 042-784-1111 内線460 
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通常砂防事業（中丸沢１,２） 

区分 通常砂防事業 中丸沢１,２（清川村煤ケ谷） 

事業概要 

中丸沢は、渓床勾配が1/5程度の急峻な土石流危険渓流であり、

下流には要配慮者利用施設もあることから、砂防えん堤を設置

し、土石流による災害を防ぎ地域住民の生命の保全を図る。 

全体事業費 約3.9億円 

令和５年度事業内容 測量・設計 ほか 

事業期間 令和２年度～令和９年度 

〔位置図〕 

 

〔平面図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

厚木土木事務所 

工務部 河川砂防課 

電話 046-223-1711 内線230 

事業箇所 

砂防堰堤 ２基 

中丸沢２ 

要配慮者

利用施設 

中丸沢１ 
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砂防事業（砂防指定地阿津川 他） 

区分 相模原市緑区寸沢嵐 他 

事業概要 

当管内には、台風や豪雨による土砂流出の危険性の高い渓流が

点在しており、これに起因する土砂災害から住民の生命、財産を

守るため災害防止施設の整備及び改築を実施する。 

〇 砂防指定地阿津川 他15箇所 

全体事業費 約46億円 

令和５年度事業内容 砂防堰堤工、測量 他 

事業期間 平成23年度～令和16年度予定 

（写真、地図、図面、ポンチ絵等） 

 

【矢田久保沢（令和３年度完成）】 【関川第一沢（堰堤新設予定）】 

 

 

 

 

 

問合せ先 

厚木土木事務所津久井治水センター 

工務課 

電話 042-784-1111 内線460 
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総合防災センター及び消防学校の活用 

1 目的 

総合防災センター防災情報・体験フロアにある臨場感あふれる体験施設、防災シアターを活用

し、県民の防災意識の向上を図る。 

また、「かながわ版ディザスターシティ（県消防学校の災害救助訓練施設）」の活用などを通

じて、防災関係機関の災害救助対応力の強化を図る。 

2 事業概要 

県民の防災意識の向上を図るため、大型スクリーンのＣＧ映像を見ながら最大震度７の地震体

験、最大風速30ｍ／秒の暴風と雨量50ｍｍ／時の豪雨体験、消火体験、煙避難体験や、県内を舞

台にした仮想ストーリーで自然災害の危険性やいざという時の備えなど、シアター映像を通じて

災害・防災について学ぶことができる防災情報・体験フロアを運営する。自助・共助の取組みを

一層強化するため、体験装置の改修及び展示の充実を行うとともに防災関係の研修を開催する。 

また、市町村消防職団員の災害対応力を強化するため、かながわ版ディザスターシティに多様

な実践的訓練施設等を整備する。 

3 予算額 

総合防災センター企画運営事業費       1,964万円 

市町村等災害救助訓練促進事業費       247万円 

大規模災害等対応訓練強化事業費    ２億4,495万円 

 

（防災情報・体験フロア全景） 

         
（県消防学校の災害救助訓練施設全景） 

 

 

 

問合せ先 

総合防災センター 

防災企画課 

電話 046-227-0001 内線220 
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水源の森林づくりの推進 

1 目的 

県民の水がめとなっている津久井湖、相模湖、宮ケ瀬湖等を有している県央地域において、良質で安

定的な水を将来にわたり確保するため、森林所有者の協力により、水源の森林の適切な管理・整備を進め、

水源かん養など公益的機能の高い森林づくりを目指す。 

2 事業概要 

令和４年度から始まった「第４期かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画」における「水源の森林

づくり事業」を着実に推進するため、次の事業に取組む。 

事業名 事業内容 

水源林確保事業 
水源協定林、買取り、協力協約締結、長期施業受委託等による水源林の確保 

水源林の確保及び整備を円滑に行なうための事前調査等の実施 

水源林整備事業 
水源協定林、買取り等で確保した森林の整備・管理 

協力協約を締結した森林の整備等に対する支援 

対象地域 相模原市、厚木市、愛川町、清川村 

 

 

3 予算額 

25億7,685万円（県全体） 

 

 

 

 

 

問合せ先 

県央地域県政総合センター 

森林部 水源の森林推進課 

電話 042-784-1111 内線 271 

間伐実施後、適度に日光が射し込み下層植生や広葉樹が回復してきた森林 
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丹沢大山の自然再生施策の推進 

1 目的 

丹沢大山全域では、高密度化したニホンジカの採食などによる林床植生の衰退や土壌流

出などにより、自然環境の劣化が続いている。 

そこで、登山道の整備や土壌流出防止対策、ニホンジカの管理捕獲、ブナ林等の再生、

さらに県民協働による登山道維持管理補修や山ゴミ対策などを進めることで、丹沢大山に

おける自然の再生を図っていく。 

2 事業概要 及び ３ 予算額 

 (1) 自然公園施設等整備事業         ３億5,384万円（全県分） 

自然公園の優れた景観と自然環境を保全するとともに、県民の保健・休養及び自然

に親しむ場としての活用を図るため、自然との調和を図りつつ施設の整備等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 (2) 特定鳥獣（シカ・サル）保護管理事業     2,174万円（全県分） 

第４次ニホンジカ管理計画に基づき、厚木市、清川村の山中で自然植生回復のため

のシカの管理捕獲・モニタリング調査を行う。 

(3) かながわパークレンジャー等活動推進費    1,075万円（全県分） 

かながわパークレンジャーを中心に県民による自然環境保全活動を推進するととも

に、自然公園指導員等の活動との連携を強化し、自然公園の適正利用を促進する。 

(4) 丹沢大山保全対策事業          ３億2,453万円（全県分） 

  ア 中高標高域ニホンジカ管理捕獲等事業 

水源林整備地周辺や高標高の稜線部等においてシカ管理捕獲などに取組む。 

  

  

  

  

  

  

  イ ブナ林等の再生事業 

   檜洞丸や蛭ヶ岳、大室山など丹沢山地の山頂・稜線付近において、ブナ林再生

の取組に係るモニタリング等を実施する。 
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ウ 県民連携・協働事業 

植樹や登山道補修活動、山ゴミ対策等を県民と連携・協働で実施する。 

  

  

  

  

  

  

  (5) 高標高域自然林土壌保全対策事業      ２億198万円（全県分） 

大室山等の高標高自然林において、シカの採食により衰退した林床植生を回復し土

壌流出を防ぐため、土壌保全対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

  (6) 高標高域人工林土壌保全対策事業       7,558万円（全県分） 

シカの採食や急峻な地形によって、林床植生が衰退し土壌流出が懸念される高標高

域の人工林において、土壌保全の対策を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 

自然環境保全センター 電話 (046)248-0323 

(１)(５)について  自然保護公園部 自然公園課 

(２)(４)アについて 自然保護公園部 野生生物課 

(３)(４)ウについて 自然保護公園部 自然保護課 

(４)イについて   研究企画部 研究連携課 

(６)について    森林再生部県有林整備課 
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鳥獣被害対策の強化 

１ 目的 

鳥獣による農作物被害は依然として軽減しておらず、また丹沢大山など水源地域の森林では

シカの採食により下層植生の回復が十分に図られていない。加えて、近年イノシシやクマ等の

市街地出没など生活・人的な脅威も増大していることなどから、被害の低減に向けた緊急対策

を実施するとともに、地域が一体となって取り組む「地域ぐるみの対策」を広げるための支援

等を行うことで、鳥獣被害の軽減、解消を図る。 

２ 事業概要 

捕獲強化に向けた支援など、被害軽減に向けた緊急対策を引き続き実施する。 

また、地域ぐるみの対策を広げるため、かながわ鳥獣被害対策支援センターを中心に、市町

村や関係機関と連携して効果的な対策の提案、技術支援、効果検証等を行うとともに、シカ、

サル、イノシシ等の捕獲や鳥獣被害対策に資する人材の確保・育成を図る事業を実施していく。 

  ○ 地域の取組への支援・協力 

    地域鳥獣対策協議会等を通じて市町村や関係機関の状況や意見等を把握し、鳥獣被害対策

支援センターを中心に、地域の実情に応じた鳥獣対策の提案、市町村の支援要請に対する技

術支援、効果検証などの情報提供を行うとともに、地域が行う集落環境整備への協力、セン

サーカメラ、電気柵等の必要資機材の貸出、併せて各対策に資する人材の確保・育成を図る

事業を行う。 

  ○ 市町村への財政支援 

    シカ、サルをはじめとする野生鳥獣による農林業・生活被害を防除するため、市町村等が

行う侵入防止柵の設置、捕獲、追払い等の被害対策に対して、国の鳥獣被害防止総合対策交

付金を活用し、また市町村事業推進交付金の鳥獣保護管理対策事業として財政支援を行う。 

３ 予算額 

３億9,099万円（全県分、市町村事業推進交付金は除く。） 
 

 

センサーカメラによる鳥獣出没状況の把握 

問合せ先 

県央地域県政総合センター 

環境部 環境調整課 

電話 046-224-1111 内線2210 
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